
北海道土地改良事業団体連合会 会報

道民の財産、「水」「土」「里」を次代へ引き継ごう　
　「水
み

土
ど

里
り

ネット北海道」は北海道土地改良事業団体連合会の愛称です　

！
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（隔月１回発行　令和 2年 8月10日）

　国営緊急農地再編整備事業「旭東地区（旭川市・東神楽町）」の工事に6月から本格着手。スマート農業の推進を視野に30～50aのほ場
を2.2haに区画拡大し、担い手への農地の利用集積や生産性の向上を図るとともに、農業の振興と地域の活性化を目指す。
 （写真提供：旭川土地改良区）

農業振興と地域活性化を目指して

C O N T E N T S
●農業生産基盤の整備等に必要な
　予算の確保を要請
農水省、道選出国会議員等に    ❷

●道営農業生産基盤整備の促進を要請
北海道農政部に    ❸

●令和元年度事業報告と収支決算等を承認し、
　臨時総会に提案へ
本会理事会    ❺

●本部・支部の連携・協力など確認　支部事務局長会議    ❸
●令和２年度農業土木技術者育成講座を開講    ❻
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本
会
は
７
月
15
日
、
令
和
３
年
度
国
費
予

算
概
算
要
求
に
向
け
て
、
農
水
省
、
道
選
出

国
会
議
員
等
に
対
し
要
請
行
動
を
実
施
し

た
。
伊
東
良
孝
農
林
水
産
副
大
臣
等
に
対
し

て
は
、
北
海
道
と
合
同
で
要
請
。
農
業
競
争

力
の
強
化
と
農
村
地
域
の
国
土
強
靱
化
に
向

け
た
農
業
農
村
整
備
事
業
の
着
実
な
推
進

と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
等
に
よ
り
大
き
な
影
響
を

受
け
る
地
域
へ
の
万
全
な
対
策
に
必
要
な
予

算
の
確
保
な
ど
を
強
く
求
め
た
。

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
等
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
の
確
保
を
要
請

令
和
３
年
度
国
費
予
算
概
算
要
求
に
向
け

農
水
省
、道
選
出
国
会
議
員
等
に

　

合
同
要
請
で
は
、本
会
の
尾
田
則
幸
会
長
、

加
藤
聡
専
務
と
、
北
海
道
か
ら
土
屋
俊
亮
副

知
事
、
芳
賀
是
則
農
政
部
農
村
振
興
局
長
が

参
加
。

　

尾
田
会
長
は
、「
本
道
の
農
業
・
農
村
が

引
き
続
き
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
高
品
質
・
高

収
益
な
作
物
の
生
産
拡
大
、
農
村
地
域
の
防

災
・
減
災
な
ど
に
向
け
た
農
業
農
村
整
備
を

計
画
的
に
実
施
し
、
農
業
競
争
力
強
化
と
国

土
強
靱
化
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
訴
え
、
①
農
業
競
争
力
の
強
化
等
に

向
け
た
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
の
確

保
②
農
村
地
域
の
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
防

災
・
減
災
対
策
の
着
実
な
推
進
③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協

定
等
に
よ
り
大
き
く
影
響
を
受
け
る
地
域
へ

の
万
全
な
対
策
―
の
実
現
を
求
め
た
。

　

伊
東
農
林
水
産
副
大
臣
は
要
請
に
対
し
、

「
北
海
道
農
業
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

は
、
農
地
の
大
区
画
化
や
農
業
水
利
施
設
の

整
備
・
保
全
な
ど
の
土
地
改
良
は
必
要
不
可

欠
。ま
た
、今
年
度
で
期
限
を
迎
え
る「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
ヵ
年
緊
急

対
策
」
を
延
長
し
て
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い

と
の
地
元
の
声
が
多
く
あ
る
。
こ
う
し
た
地

元
要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
𠮷
川
貴
盛
衆
議
院
議
員
は
「
農
水

省
で
は
来
年
度
の
概
算
要
求
を
頑
張
っ
て
進

め
て
い
る
。
予
算
獲
得
に
尽
力
す
る
」、
総

務
副
大
臣
の
長
谷
川
岳
参
議
院
議
員
は
「
高

速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
光
回
線
等
）
の
整
備

は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
に
と
っ
て
非
常

に
重
要
。
土
地
改
良
と
セ
ッ
ト
で
進
め
る
」

と
応
え
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
会
単
独
で
農
水
省
、
国
交

省
、
道
選
出
国
会
議
員
等
に
対
し
要
請
行
動

を
実
施
。
農
水
省
で
は
奥
田
透
農
村
振
興
局

次
長
、
国
交
省
北
海
道
局
で
は
倉
内
公
嘉
官

房
審
議
官
、
細
井
俊
宏
農
林
水
産
課
長
と
面

談
し
、
必
要
な
予
算
の
確
保
等
を
求
め
た
。 𠮷川貴盛衆議院議員への要請

            長谷川総務副大臣への要請

伊東農林水産副大臣への要請

　

本
会
は
６
月
17
日
、
進
藤
金
日
子
、
宮
崎

雅
夫
両
参
議
院
議
員
に
対
す
る
要
請
を
実

施
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
観

点
か
ら
、
議
員
会
館
と
本
会
会
議
室
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
結
ぶ
テ
レ
ビ
会
議
形
式
で
行
い
、

本
道
の
農
業
農
村
整
備
に
必
要
な
令
和
３
年

度
国
費
予
算
の
確
保
な
ど
を
要
請
し
た
。

　

要
請
に
は
、
尾
田
会
長
、
德
永
哲
雄
副
会

長
を
は
じ
め
、
本
会
理
事
ら
が
参
加
。

　

冒
頭
、
尾
田
会
長
は
、
農
業
農
村
整
備
事

業
等
の
推
進
に
対
す
る
支
援
、
防
災
重
点
農

業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等
の
推
進
に

進
藤
金
日
子
氏
、宮
崎
雅
夫
氏
の

両
参
議
院
議
員
へ
要
請

テ
レ
ビ
会
議
形
式
で
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進藤議員、宮崎議員へ要請する本会代表者

関
す
る
特
別
措
置
法
案
の
成
立
へ
の
お
礼
を

述
べ
た
後
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世

界
的
な
感
染
拡
大
で
、
不
測
の
事
態
に
お
い

て
も
対
応
で
き
る
国
内
の
食
料
生
産
な
ど
に

向
け
た
取
り
組
み
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ

て
い
る
。
本
道
農
業
が
国
民
へ
の
食
料
の
安

定
供
給
に
一
層
貢
献
し
て
い
く
た
め
の
基
盤

と
な
る
農
業
農
村
整
備
事
業
の
計
画
的
な
推

進
に
必
要
な
当
初
予
算
を
は
じ
め
と
し
た
予

算
総
額
と
新
規
採
択
枠
の
確
保
等
を
お
願
い

す
る
」
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
德
永
副
会
長
を
は
じ
め
参
加
し
た

理
事
は
、
各
地
域
の
農
業
農
村
整
備
事
業
の

効
果
な
ど
を
紹
介
し
、
道
内
に
お
け
る
事
業

の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

要
請
に
対
し
、進
藤
議
員
は「
農
業
農
村
整

備
の
予
算
確
保
と
土
地
改
良
区
の
運
営
基
盤

の
強
化
に
対
す
る
支
援
策
を
強
力
に
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
令
和
３
年
度
の
当
初
予

算
に
よ
る
措

置
、
ま
た
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
対
策
に
つ

い
て
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

土
地
改
良
な
く

し
て
サ
プ
ラ
イ

チェ
ー
ン
の
見
直

し
、
自
給
率
の

向
上
は
図
れ
な

い
。
現
在
、
土
地
改
良
の
事
例
集
を
作
成
し

国
会
議
員
に
配
布
し
、
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援

を
賜
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

宮
崎
議
員
は
「
来
年
度
予
算
に
つ
い
て
は

非
常
に
厳
し
い
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
で
、
土
地
改
良
の
必
要
性
を
進
藤
先
生
と

共
に
強
く
訴
え
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
応

え
た
。

　　

本
会
は
６
月
18
日
、
令
和
元
年
度
通
常
総

会
で
採
択
し
た
「
農
業
農
村
整
備
の
推
進
等

を
求
め
る
決
議
」
と
「
道
営
農
業
生
産
基
盤

整
備
の
促
進
を
求
め
る
特
別
決
議
」
に
基
づ

き
、
北
海
道
農
政
部
に
対
し
要
請
行
動
を
実

施
＝
写
真
。
農
家
負
担
を
軽
減
す
る
農
業
競

争
力
基
盤
強
化
特
別
対
策
事
業
（
通
称
・
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
）
の
実
施
期
間
が
令
和
２

年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
度
以
降
の
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
な
ど
を
強
く
求
め
た
。

　

当
日
は
、
尾
田
則
幸
会
長
、
德
永
哲
雄
副

会
長
を
は
じ
め
代
表
者
が
道
庁
を
訪
れ
、
小

田
原
輝
和
農
政
部
長
、
芳
賀
農
村
振
興
局
長

な
ど
幹
部
職
員
に
対
し
要
請
し
た
。

　

冒
頭
、
尾
田
会
長
は
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
道
営
土
地
改
良
事
業
予
算
の
早
期
執

行
と
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
お
礼
を
述
べ
た

後
、
３
月
24
日
に
開
催
し
た
令
和
元
年
度
通

常
総
会
で
採
択
し
た
決
議
に
基
づ
き
、
生
産

基
盤
整
備
の
計
画
的
な
推
進
に
必
要
な
予
算

確
保
に
対
す
る
力
添
え
や
道
営
農
業
生
産
基

盤
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
要
請
し
た
。

　

特
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
、「
農

家
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

農
地
な
ど
の
生
産
基
盤
整
備
が
進
み
、
作
物

の
生
産
性
、
品
質
、
作
業
効
率
の
大
幅
な
向

上
の
ほ
か
、
農
地
の
利
用
集
積
や
経
営
規
模

の
拡
大
、
高
収
益
作
物
の
導
入
、
農
業
所
得

の
向
上
、
ひ
い
て
は
地
域
振
興
へ
の
貢
献
な

ど
、
北
海
道
農
業
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
」と
本
事
業
の
重
要
性
を
説
明
し
、

令
和
３
年
度
以
降
の
必
要
な
対
策
を
検
討
す

る
よ
う
訴
え
た
。　

　

本
会
は
７
月
２
日
、
本
会
会
議
室
に
お
い

て
、
令
和
２
年
度
第
１
回
支
部
事
務
局
長
会

議
を
開
い
た
。

　

会
議
で
は
、
支
部
運
営
費
の
令
和
元
年
度

決
算
状
況
と
令
和
２
年
度
割
当
予
定
額
等
に

つ
い
て
報
告
し
、
本
会
の
業
務
運
営
を
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
の
本
・
支
部
間
の
協
力
体

制
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
ま
た
、６
月
17
日
、

18
日
に
実
施
し
た
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推

進
等
を
求
め
る
要
請
行
動
に
つ
い
て
報
告

し
、
会
員
か
ら
の
要
望
・
意
見
な
ど
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

に
必
要
な
予
算
確
保
等
に
向
け
て
、
今
後
と

も
本
・
支
部
の
一
層
の
連
携
の
も
と
事
業
の

必
要
性
等
を
各
方
面
に
訴
え
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

テレビ会議画面

道
営
農
業
生
産
基
盤

整
備
の
促
進
を
要
請

北
海
道
農
政
部
に

本
部
・
支
部
の
連
携
・
協
力
な
ど

確
認
第
１
回
支
部
事
務
局
長
会
議
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　北海道の農業は、積雪寒冷な気象など厳しい生産条件を、農業者のたゆまぬ努力と農業生産基盤整備の積み重ね
により克服し、本道の社会・経済を支える基幹産業として発展を続け、我が国の食料の安定供給に重要な役割を担っ
てきました。
　近年、TPP11や日EU・EPAに続き日米貿易協定が発効される等グローバル化がますます進む中で、大雨や地震
等相次ぐ大規模な自然災害が発生するなど、食料・農業・農村をめぐる情勢が大きく変化しています。
　さらに、この度の新型コロナウイルスの感染拡大により、一部の国では穀物等で輸出規制を設けるなど、食料確
保への不安が浮き彫りになり、改めて、不測の事態においても対応できる国内の食料生産、供給力の向上に向けた
取組の必要性が再認識されております。
　このような中で、本道の農業・農村が、国民への安全・安心な食料の安定供給に一層貢献し、引き続き持続的に
発展していくためには、飛躍的な生産性の向上が期待できるスマート農業の推進や、高品質、高収益な作物の生産
拡大、農業施設の減災・防災などに向けた農業農村整備を計画的に実施し、農業競争力強化と国土強靭化を着実に
進めていく必要があります。
　つきましては、令和３年度予算編成に当たり、地域の要望に即した農業生産基盤の整備等を推進するために必要
な当初予算をはじめとした予算総額の安定確保等を要請します。

記

Ⅰ 農業農村整備事業等の着実な推進
　1．農業競争力の強化等に向けた農業農村整備事業関係予算の確保
　　○ 　国際化の進展に対応した力強い農業の展開や、スマート農業の加速化に向けて、農地や農業水利施設、農

道の整備・保全など、多様な地域のニーズを踏まえた生産基盤整備の計画的な推進に必要な当初予算をはじ
めとした予算総額と新規採択枠を確保すること

　　○ 　特に、自動走行農機等の導入に対応する農地の大区画化等の整備やICTを用いた水管理省力化技術の導入
を推進するとともに、スマート農業の推進に必要な無線局等の情報ネットワーク環境の整備を進めること

　２．農村地域の国土強靭化に向けた防災・減災対策の着実な推進
　　○ 　農業水利施設の長寿命化・耐震化や突発事故の復旧対策、集中豪雨による洪水・湛水被害防止対策など、

農村地域の防災・減災対策を着実に推進すること
　　○ 　特に、防災・減災、国土強靱化に係る令和3年度以降の対策について、必要な検討を行うこと
　３．土地改良区の運営基盤の強化に対する支援
　　○ 　改正土地改良法の適切な運用を図るため、複式簿記会計への円滑な移行など土地改良区の運営基盤の強化

に対する一層の支援を行うこと
　４．日本型直接支払の円滑な推進
　　○ 　多面的機能支払交付金などについては、農地や水路、農道等の保全活動等が適切に実施できるよう必要な

予算を確保するとともに、地方負担に対して十分な財政措置を講じること
　５．農家負担軽減対策の推進
　　○ 　令和2年度までとなっている水田・畑作経営所得安定対策等支援事業の計画認定期間を延長するなど、引

き続き、農家負担軽減対策を推進すること
　６．農業用ダムの洪水調節機能の強化に伴う措置
　　○ 　農業用ダムの洪水調節機能の強化に当たっては、ダム管理者及び関係利水者の過度の負担とならない取組

とするとともに、必要な措置を講じること
　７．農業用ため池の管理及び保全等に対する支援
　　○ 　農業用ため池の管理及び保全に当たっては、市町村、土地改良区の管理体制等を十分に考慮するなど、現

場の実態をよく踏まえるとともに、農業用ため池の整備を推進するため、必要となる技術的、財政的支援等
を講じること

Ⅱ TPP協定等により大きく影響を受ける地域への万全な対策
　　○ 　TPP11や日EU・EPA、日米貿易協定などに関し、その影響は相当な長期に及ぶことが考えられることから、

引き続き、「総合的なTPP等関連政策大綱」に基づき、本道農業・農村の体質強化を図るための施策を着実に
実施すること

　　　　　令和２年７月
水土里ネット北海道　　　　　　　
北海道土地改良事業団体連合会　　
会長理事　尾田　則幸　　　　　　

農業農村整備事業の推進等を求める
要　　　　請　　　　書

注　北海道との合同要請では、上記項目の内、Ⅰ-1、Ⅰ-2、Ⅱの項目を要請しています。
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本
会
は
８
月
４
日
、
第
２
回
理
事
会
を
札

幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
き
、
令
和
元
年
度
事

業
報
告
と
収
入
支
出
決
算
を
中
心
と
し
た
令

和
２
年
度
臨
時
総
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
等

に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
し
た
。

臨
時
総
会
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
を
徹
底
し
た
上
で
、
９
月
16
日
に
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
延
期
と
な
っ
て
い
た
元
年

度
本
会
特
別
功
労
表
彰
等
の
表
彰
式
を
、
同

総
会
の
席
上
で
行
う
こ
と
と
し
た
。
６
月
17

日
に
開
催
し
た
第
１
回
理
事
会
で
は
、
令
和

令
和
元
年
度
事
業
報
告
と
収
支
決
算
等
を
承
認
し
、

臨
時
総
会
に
提
案
へ

本
会
理
事
会

　

第
２
回
理
事
会
の
冒
頭
、
尾
田
則
幸
会
長

は
挨
拶
の
中
で
、
７
月
17
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
「
骨
太
の
方
針
」
に
つ
い
て
、「
特
筆

す
べ
き
事
項
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
渦
に
よ
る
食

料
供
給
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
て
、
総

合
的
な
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
た
国

内
の
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
や
災
害
の
激
甚

化
を
踏
ま
え
た
防
災
・
減
災
対
策
が
盛
り
込

ま
れ
た
」
と
紹
介
し
、
来
年
度
国
費
予
算
に

こ
れ
ら
の
対
策
費
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
こ

と
に
期
待
を
寄
せ
た
。
ま
た
、
本
会
の
元
年

度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
、「
技

術
援
助
・
協
力
な
ど
事
業
全
般
に
お
い
て
、

ほ
ぼ
計
画
通
り
実
施
で
き
た
。
ま
た
、
会
員

か
ら
の
技
術
援
助
要
請
や
道
な
ど
か
ら
の
受

託
業
務
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

業
務
の
効
率
化
に
努
め
た
結
果
、
元
年
度
正

味
財
産
は
プ
ラ
ス
決
算
と
な
っ
た
」と
述
べ
、

役
職
員
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
ね
ぎ
ら
う
と

と
も
に
、
会
員
の
共
同
利
益
の
増
進
と
負
託

に
応
え
て
い
く
た
め
の
一
層
の
支
援
・
協
力

を
求
め
た
。

　

議
事
で
は
、
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
、
２
年
度
補
正
予
算
、
役
員
の
補
欠
選

任
を
議
題
と
す
る
本
会
臨
時
総
会
に
附
議
す

べ
き
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
事
業
報
告
と

そ
れ
に
基
づ
く
65
億
74
百
万
の
収
支
計
算

書
、
正
味
財
産
３
億
14
百
万
円
増
と
な
る
財

務
諸
表
な
ど
を
原
案
通
り
承
認
し
た
。
役
員

の
補
欠
選
任
で
は
、
井
上
久
男
理
事
（
前
置

戸
町
長
）、
工
藤
正
光
理
事
（
前
た
き
か
わ

農
協
組
合
長
）、
丹
羽
雅
幸
理
事
（
前
苫
前

土
地
改
良
区
理
事
長
）
が
退
任
し
た
こ
と
か

ら
、
臨
時
総
会
に
お
い
て
３
名
の
補
欠
選
任

を
行
う
。

　

第
１
回
理
事
会
で
は
、
国
費
予
算
概
算
要

求
に
向
け
て
、
農
業
競
争
力
の
強
化
等
に
向

け
た
農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
予
算
の
確
保

や
、
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
に

基
づ
く
施
策
の
着
実
な
実
施
な
ど
、
令
和
３

年
度
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
に
必
要

な
８
項
目
の
提
案
要
請
事
項
を
決
め
た
。

農
業
農
村
整
備
推
進
委
員
会
の

委
員
11
名
を
任
命

　

本
会
は
、
欠
員
と
な
っ
て
い
た
農
業
農
村

推
進
委
員
会
（
定
員
82
名
）
の
委
員
に
つ
い

て
、
５
つ
の
支
部
か
ら
推
薦
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
第
１
回
理
事
会
で
４
名
、
２
回
理
事

会
で
７
名
の
任
命
を
承
認
し
た
。

　

当
委
員
会
は
当
初
５
月
の
開
催
を
予
定

し
、
農
業
農
村
整
備
推
進
事
業
の
推
進
に
関

す
る
提
案
要
請
事
項
等
の
審
議
を
付
託
す
る

こ
と
と
し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

8月4日に開いた第2回理事会

ス
感
染
拡
大
を
受
け
て
中
止
し
た
。今
後
は
、

10
月
開
催
を
目
途
に
し
て
、
９
月
末
ま
で
に

と
り
ま
と
め
が
予
定
さ
れ
て
い
る
国
費
予
算

概
算
要
求
の
情
報
共
有
と
、
12
月
末
予
定
の

国
費
予
算
概
算
決
定
に
向
け
て
の
提
案
要
請

等
の
審
議
を
付
託
す
る
こ
と
で
調
整
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

第
１
回
、
第
２
回
理
事
会
で
任
命
さ
れ
た

委
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

▽
上
川
支
部
＝
東
野
秀
樹
（
道
北
な
よ
ろ
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
）、
小
松
田

清
（
中
富
良
野
町
長
）、
岸
本
文
孝
（
東
神

楽
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
）
▽
日

高
支
部
＝
大
野
克
之
（
新
ひ
だ
か
町
長･

新

ひ
だ
か
土
地
改
良
区
理
事
長
）
▽
根
室
支
部

＝
西
川
寛
稔
（
中
春
別
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
※
令
和
２
年
６
月
30
日
退
任
）、

望
月
英
彦
（
中
春
別
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
）
▽
オ
ホ
ー
ツ
ク
支
部
＝
橋
本
弘

幸
（
佐
呂
間
町
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
）、
長
屋
栄
一
（
滝
上
町
長
）、
佐
野
成

昭
（
津
別
町
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合

長
）、
大
坪
広
則
（
き
た
み
ら
い
農
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長
）
▽
留
萌
支
部
＝
荒

木
俊
彦
（
オ
ロ
ロ
ン
土
地
改
良
区
理
事
長
）

３
年
度
国
費
予
算
概
算
要
求
に
向
け
た
農
業

農
村
整
備
事
業
の
推
進
等
を
求
め
る
提
案
・

要
請
事
項
な
ど
を
承
認
し
た
。



6

北海道土地改良事業団体連合会会報　令和 2年 8月10日発行
発行　北海道土地改良事業団体連合会　〒060－0005 札幌市中央区北５条西６丁目 道通ビル７階
TEL011－221－2292　FAX011－221－2258　URL http://www. htochiren. jp　E-mail info@htochiren.jp


